
モバイルプロジェクター
取扱説明書

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

1台
1本
1個
1部

…………………
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………………………………
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セ
ッ
ト
内
容

最初に
ご確認

  ください。

●プロジェクター本体
●充電用USBケーブル
●ポーチ
●取扱説明書（本書）

取扱い上の注意

各部の名称と働き

本製品の充電

iPhoneの充電

●本製品の故障、またはその使用によって生じた事故や直接、間接の損害については弊社はそ
の責を負わないものとします。あらかじめご了承ください。
●用途以外には使用しないでください。
●本製品を分解・修理・加工・改造はしないでください。
●本製品に強い振動や衝撃、無理な力を与えないでください。
●本製品を高温・多湿となる場所や、ほこりや油煙などの多い場所で使用・保管しないでください。
●本製品を水中で使用・保管しないでください。また、濡れた手で触れないでください。
●お子様には本製品や付属品を触れさせないでください。
●本製品のお手入れをする場合には、ベンジンやシンナーなどの揮発性有機溶剤が含まれて
いるものは使用しないでください。

プロジェクターの使用方法

●iPhoneを本製品のDockコネクタに接続します。
●電源・モードスイッチを右に2秒間スライドし、映写モードにします。
●映写が開始されます。

トラブルシューティング

専用無料アプリ「ShowU」について

●本製品の電源が入らない。
　・本製品のバッテリーが完全に充電されているか確認してください。
●映写画像が暗すぎる。
　・なるべく部屋を暗くしてからご使用ください。
●映写画像が不鮮明である。
　・フォーカスつまみを使用してピントを調節してください。
●本製品の電源は入るが、画像が映写されない。
　・ご使用のアプリにTV-out機能が装備されているか確認してください。
●本製品表面の温度が温かい。
　・正常に動作している場合、適度な熱を発生するのは異常ではありません。
●iPhoneと接続すると、iPhoneにエラーメッセージが表示される。
　・iPhoneにケースを装着している場合、本製品と正しく接続できない場合が
　 あります。ケースを外して再度接続してください。

●App Storeよりアプリ「ShowU」を
ダウンロードし、インストールしてく
ださい。

●「ShowU」を使用すると、以下の操作が可能です。
①画像
iPhoneの「写真」内
の画像を拡大・回転
させて映写します。

③ライブ映写
iPhone内蔵カメラ
からのリアルタイム
画像を映写します。

②WEBブラウザ
iPhoneからのWEB
ページを映写します。

●フォーカスつまみでピントを調節してください。

●iPhone側で「写真」アプリから映写したい写真またはビデオを選択します。
※スライドショーのみでの再生になります。
●電源・モードスイッチを再度右に2秒間スライドすると、電源が切れます。
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レンズ
Dockコネクタ

フォーカスつまみLED

ミニUSBポート電源・モードスイッチ

電源・モードスイッチ

【電源・モードスイッチについて】

●映写モード
　右に2秒間スライド
　させると映写を開始
　します。

●iPhone充電モード
　左にスライドします。

仕様

サ イ ズ ・ 重 量
対 応 機 種
対 応 O S
光 学 エ ン ジ ン
解 像 度
ア ス ペ ク ト 比
フ ォ ー カ ス
光 源 ・ 光 源 寿 命
明 る さ
ス ク リ ー ン サ イ ズ
バ ッ テ リ ー
バ ッ テ リ ー 容 量
定 格 入 力
連 続 投 影 時 間
本 製 品 の 充 電 時 間
i P h o n e 充 電
消 費 電 力
動 作 温 度
付 属 品

60×47ｘ17.5mm・80g 
iPhone4S・4、iPod Touch第3世代、第4世代
iOS 5、iOS 4
LCoS 
960ｘ540　 
4:3  
マニュアル 
LED・約20000時間 
最大12 ANSIルーメン 
5～50インチ　 
リチウムイオンバッテリー 
950mAh
5V 1A 
約100分 
約2時間 
本製品で約30%充電可能
映写モード：3W、iPhone充電モード：5W
5℃～35℃ 
USBケーブル（充電用）、ポーチ、取扱説明書（本書）

L E D の 状 態
3 個 の L E D が 点 灯
2 個 の L E D が 点 灯
1 個 の L E D が 点 灯
1個の白色LEDが点滅
LEDが移動しながら点灯
L E D が 点 滅

状態
バッテリー残量が80～100%
バッテリー残量が45～80%
バッテリー残量が10～45%
バッテリー残量が10%未満
充電中
iPhoneの充電中

400-PRJ015

フォーカスつまみ

ShowU

ミニUSB充ポート

●付属の充電用USBケーブルで本製品のミニUSBポートとパソコンなどの電源供給
のできるUSBポートに接続します。
●自動的に充電が開始されます。（約2時間でフル充電されます）

●iPhoneを本製品のDockコネクタに接続します。
●電源・モードスイッチを左にスライドし、iPhone充電モードにします。
●自動的にiPhoneの充電が開始されます。

●LED表示でバッテリー残量を確認できます。

電源・モードスイッチ

右へ2秒間スライド

iPhone・iPod Touchのホーム画面の投影やミラーリングには対応しておりま
せん。
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